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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

岡
谷
市
は
、
長
野
県
の
ほ
ぼ
中
央
、

諏
訪
湖
の
西
岸
に
面
し
、
東
に
は
八
ヶ

岳
連
峰
、
遠
く
に
は
富
士
山
を
望
む
、

湖
と
四
季
を
彩
る
山
々
に
囲
ま
れ
た
風

光
明め

い
び媚
な
都
市
で
す
。
ま
た
、
諏
訪
湖

の
釜
口
水
門
か
ら
天
竜
川
が
発
し
、
遠

く
浜
松
に
達
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
中
央

東
線
、
飯
田
線
、
中
央
道
西
宮
線
、
中

央
道
長
野
線
な
ど
、
交
通
の
要
衝
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
近
代
化
を
支
え
た 

岡
谷
の
製
糸
業
と
、 

そ
れ
を
受
け
継
ぐ
精
密
工
業
、 

そ
し
て
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

　

本
市
は
、
明
治
時
代
か
ら
昭
和
初
期

に
掛
け
て
、
全
国
一
の
製
糸
の
ま
ち
と

し
て
発
展
し
、
日
本
の
近
代
化
を
支
え

た
生
糸
の
都
「
シ
ル
ク
岡
谷
」
と
し
て
世

界
に
そ
の
名
を
馳は

せ
ま
し
た
。
戦
後
は

そ
の
製
糸
の
産
業
基
盤
を
基
に
「
東
洋
の

ス
イ
ス
」
と
い
わ
れ
る
時
計
・
カ
メ
ラ
を

中
心
と
す
る
精
密
工
業
都
市
と
し
て
急

速
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
現

在
も
「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
精
密
加
工
技
術

を
最
大
限
に
活
用
し
、
21
世
紀
型
技
術

体
系
の
基
盤
を
成
す
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
ベ
ー
ス
と
し
た
「
ス
マ
ー
ト
デ
バ

イ
ス
の
世
界
的
供
給
基
地
」
の
形
成
を
目

指
し
て
歩
ん
で
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、「
シ
ル
ク
岡
谷
」
の
隆
盛

を
今
に
伝
え
る
建
物
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
残
さ
れ
、
15
件
の
産
業
遺
産
が
、
経

済
産
業
省
か
ら
「
近
代
化
産
業
遺
産
群
」

の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社

団
法
人
日
本
機
械
学
会
か
ら
は
、
本
市

が
所
蔵
す
る
８
台
の
繰
糸
機
が
「
機
械
遺

産
」に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

湖
に
映
え
る
、 

美
し
い
も
の
づ
く
り
の
ま
ち

　

諏
訪
湖
は
近
代
ス
ケ
ー
ト
発
祥
の
地

と
い
わ
れ
、
多
く
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
全
面
結
氷
時

の
「
御
神
渡
り
」
現
象
や
、
う
な
ぎ
消
費

量
の
多
さ
な
ど
、
本
市
は
諏
訪
湖
と
密

接
な
か
か
わ
り
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
岡
谷
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、

製
糸
業
か
ら
始
ま
り
、
現
在
も
本
市
の

産
業
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
「
も
の
づ
く

り
」
で
す
。
農
業
や
商
業
、
イ
ル
フ
童
画

館
の
武
井
武
雄
の
童
画
作
品
な
ど
を
含

め
、「
美
し
い
も
の
づ
く
り
」
が
本
市
の

特
徴
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
平
成
24
年
、
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
コ

ン
セ
プ
ト
を
「
湖
に
映
え
る
、
美
し
い
も

の
づ
く
り
の
ま
ち
」と
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
24
年
10
月
に
は
、「
全

国
産
業
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
お
か
や
」
を

本
市
を
中
心
に
開
催
し
ま
し
た
。
も
の

づ
く
り
の
伝
統
産
業
に
地
域
の
歴
史
と

文
化
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
豊
か
な
自

然
と
と
も
に
岡
谷
の
産
業
観
光
の
魅
力

と
可
能
性
を
全
国
に
情
報
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

有
史
以
来
の
大
事
業 

「
新
市
民
病
院
建
設
」

　

本
市
は
長
い
間
２
つ
の
公
立
病
院
を

運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
の
医
療
制

度
改
革
や
医
療
環
境
の
変
化
な
ど
か
ら
、

病
院
の
統
合
を
進
め
２
９
５
床
の
新
病

院
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
平
成
27
年
５
月
の
開
院
を

目
指
し
、
実
施
設
計
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
の
２
つ
の
病
院
を
統
合

し
て
の
新
病
院
建
設
は
、
厳
し
い
医
療

環
境
の
中
で
、
次
の
世
代
に
も
安
心
の

医
療
を
提
供
し
続
け
ら
れ
る
医
療
基
盤

を
整
備
す
る
た
め
、
国
の
求
め
に
応
じ

て
取
り
組
ん
で
き
た
自
治
体
病
院
の
抜

本
的
な
改
革
を
形
に
し
て
き
た
も
の
で

す
。
そ
の
答
え
と
な
る
新
病
院
建
設
を

成
し
遂
げ
て
い
く
こ
と
は
、
全
国
に
も

誇
れ
る
地
域
医
療
再
生
へ
の
取
り
組
み

と
い
え
る
も
の
で
す
。

大
型
事
業
の
推
進
と 

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

　

新
病
院
建
設
の
ほ
か
、
現
在
同
時
進

行
で
次
の
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

●�

諏
訪
広
域
消
防
本
部
と
岡
谷
消
防
署
、

高
機
能
通
信
指
令
セ
ン
タ
ー
機
能
が

入
る
平
成
27
年
度
開
署
予
定
の
「
新
消

防
庁
舎
建
設
事
業
」

●�

隣
接
２
市
１
町
で
整
備
を
進
め
、
平

成
28
年
９
月
稼
動
予
定
の
「
湖
周
地
区

ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
」

●�

新
病
院
建
設
に
伴
い
移
転
す
る
「
新
蚕

糸
博
物
館
」と「
新
美
術
考
古
館
」の
整

備
事
業

●�

長
野
県
か
ら
依
頼
を
受
け
て
整
備
し
、

平
成
26
年
４
月
開
校
予
定
の
「
看
護
専

門
学
校
設
置
事
業
」

　

こ
れ
ら
の
大
型
事
業
に
よ
り
、
岡
谷

は
大
き
く
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ご
み
処
理
施
設
と
看
護
専

門
学
校
以
外
は
、
ま
ち
の
中
心
部
に
整

備
を
進
め
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
し

て
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
中
に
既
に
あ
る
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
や
武
井
武
雄
の
作
品

を
中
心
と
し
た
イ
ル
フ
童
画
館
な
ど
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ま
ち
を
活
性
化

し
、「
文
化
を
核
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
く
構
想
で
す
。

　

厳
し
い
時
代
だ
か
ら
と
い
っ
て
止

ま
っ
て
い
て
は
、
ま
ち
を
活
性
化
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
改
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。
財
政
上
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
に
も

充
分
に
配
慮
し
な
が
ら
各
種
の
事
業
を

成
し
遂
げ
、
次
代
に
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
に
課
せ

ら
れ
た
使
命
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ

な
が
ら
、
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

お
わ
り
に

　

平
成
25
年
度
は
、
第
４
次
岡
谷
市
総

合
計
画
の
５
年
目
を
迎
え
、
前
期
基
本

計
画
の
最
終
年
と
な
り
ま
す
。
将
来
都

市
像
で
あ
る
「
み
ん
な
が
元
気
に
輝
く
た

く
ま
し
い
ま
ち
岡
谷
」
の
実
現
に
向
け

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
手
を
携
え
て
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

岡
谷
の
技
術
が
日
本
を
支
え
る
!!

「
湖
に
映
え
る
、美
し
い
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」

岡お

か

や谷
市（
長
野
県
）

岡
谷
市
長
　
今い

ま

い井
竜り

ゅ
う
ご五

諏訪湖より釜口水門・岡谷市街、遠く北アルプスを望む新病院完成予想図

「全国産業観光フォーラムinおかや」にて実演された繰糸機

◆ 

面
積　
　

85
・
19
㎢

◆ 

人
口　
　

５
万
２
８
８
１
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
８
４
７
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕「
み
ん
な
が
元
気
に
輝
く

た
く
ま
し
い
ま
ち
岡
谷
」

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
長
野
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
諏

訪
湖
の
西
岸
に
面
す
る
、
湖
に
映
え
る
、

美
し
い
も
の
づ
く
り
の
ま
ち

〔
特
産
品
〕
う
な
ぎ
料
理
、
わ
か
さ
ぎ
、
お

か
や
絹
、
信
州
み
そ
、
地
酒

〔
観
光
〕
諏
訪
湖
、
鶴
峯
公
園
、
鳥
居
平
や

ま
び
こ
公
園
、
横
河
川
の
桜
ア
ー
チ
、
イ

ル
フ
童
画
館
、
近
代
化
産
業
遺
産
群
、
機

械
遺
産
、
岡
谷
温
泉
ロ
マ
ネ
ッ
ト
、
や
ま

び
こ
ス
ケ
ー
ト
の
森
、
プ
リ
ン
ス
＆
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
小
鳥
バ
ス
、

塩
嶺
王
城
パ
ー
ク
ラ
イ
ン

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
岡
谷
太
鼓
ま
つ
り
、
鶴
峯
公

園
つ
つ
じ
祭
り
、
横
河
川
の
桜
ま
つ
り

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

岡谷市長

今井竜五

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

長野市

岡谷市
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わが
を
語
る

市
自
然
環
境
に
恵
ま
れ 

豊
か
な
歴
史
に
彩
ら
れ
た
ま
ち

　

桜
川
市
は
、
茨
城
県
の
中
西
部
に
位

置
し
、
北
・
東
・
南
側
を
八
溝
山
系
の

山
並
み
に
囲
ま
れ
、
南
側
に
は
関
東
の

名
峰
「
筑
波
山
」
が
そ
び
え
、
市
の
中
央

部
を
南
北
に
、
市
名
の
由
来
に
も
な
っ

た
「
桜
川
」
が
流
れ
る
な
ど
、
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
山
々
か
ら
採
れ
る

良
質
な
御
影
石
を
使
っ
た
、
石
材
業
や

肥ひ
よ
く沃
な
平
野
部
に
お
け
る
農
業
な
ど
、

自
然
の
恵
み
を
生
か
し
た
地
場
産
業
が

息
づ
い
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
豊
か
な
歴

史
に
彩
ら
れ
た
ま
ち
と
し
て
も
知
ら
れ
、

数
々
の
歴
史
的
遺
産
や
名
所
旧
跡
が
現

存
し
て
い
ま
す
。

　

桜
の
季
節
に
は
、
市
内
の
山
々
に
多

数
自
生
し
て
い
る
山
桜
が
、
萌
黄
色
の

新
緑
と
併
せ
て
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
模
様
の

よ
う
な
眺
望
を
見
せ
、
特
に
「
高た

か
み
ね峯
の
山

桜
」は
、「
ま
る
で
珊
瑚
礁
の
よ
う
に
」と

雑
誌
に
形
容
さ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群 

保
存
地
区
に
選
定

　

本
市
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
町

並
み
保
存
運
動
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

平
成
22
年
６
月
、
市
内
真
壁
地
区
の
町

並
み
が
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
４
０
０
年
前
か
ら
続
く
城
下
町
の

町
割
り
の
上
に
、
江
戸
時
代
後
期
以
降

の
見
世
蔵
や
民
家
が
数
多
く
残
る
の
が

こ
の
地
区
の
特
徴
で
、
全
国
で
87
番
目
、

関
東
で
４
番
目
、
茨
城
県
内
で
は
初
の
選

定
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
本
市
の
歴
史
的

町
並
み
の
真
壁
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ま
と
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り

　

さ
ら
に
、
同
地
区
で
は
「
真
壁
の
ひ
な

ま
つ
り
」（
開
期
／
２
月
４
日
〜
３
月
３

日
）
が
毎
年
開
催
さ
れ
ま
す
。
訪
れ
た

方
々
を
も
て
な
そ
う
と
地
域
の
皆
さ
ま
か

ら
始
ま
っ
た
こ
の
祭
り
も
、
平
成
25
年
で

11
回
目
を
迎
え
ま
す
。
回
を
増
す
ご
と

に
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、
今
で
は
開
期
中
に

10
万
余
人
が
訪
れ
る
、
茨
城
県
の
早
春

を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
大
和
地
区
で
は
「
雨
引
の
里
と

彫
刻
」（
開
期
／
９
月
22
日
〜
11
月
24
日
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
年
で
9
回
目
と

な
る
こ
の
彫
刻
展
は
、
参
加
作
家
が
主

催
と
な
り
地
元
の
協
力
を
得
て
運
営
す

る
も
の
で
、
里
山
や
集
落
な
ど
に
著
名

な
作
家
40
余
人
の
彫
刻
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
４
月
上
旬
に
な
る
と
、
市

名
に
ふ
さ
わ
し
く
岩
瀬
地
区
の
磯
部
桜

川
公
園
で
は
、
国
の
名
勝
・
天
然
記
念

物
「
桜
川
の
サ
ク
ラ
」
な
ど
約
１
０
０
０

本
も
の
桜
の
開
花
に
合
わ
せ
て
、「
名
勝

『
桜
川
』の
桜
ま
つ
り
」な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
行

政
の
協
働
に
よ
る
長
年
の
ま
ち
づ
く
り

の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、
日
本

観
光
協
会
主
催
の
優
秀
観
光
地
づ
く
り

賞
で
、
茨
城
県
内
で
初
の
「
金
賞
総
務
大

臣
賞
」
や
、「
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表

彰
」な
ど
を
受
賞
し
ま
し
た
。

情
報
発
信
手
段
と
し
て
茨
城
県

内
で
初
の「Facebook

」開
設

　

平
成
24
年
１
月
、
本
市
は
、
こ
う
し

た
市
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
の
協
働
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
市
内
外
の
方
に
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
茨
城
県
内
の
自
治
体
で
初
の

Facebook

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
に
、
こ
のFacebook

を
通
じ

て
約
６
７
０
人
の
方
に
本
市
の
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

こ
の
フ
ァ
ン
の
方
々
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
情

報
を
や
り
取
り
し
て
い
る
友
だ
ち
が
約

７
万
３
０
０
０
人
も
い
ま
す
。
本
市
か
ら
、

そ
の
フ
ァ
ン
の
方
に
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
そ
の
友
だ
ち
約
７
万
３
０
０
０

人
の
方
に
も
本
市
か
ら
の
情
報
が
届
く

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

Facebook

は
ま
さ
に
口
コ
ミ
で
す
。
ツ

イ
ッ
タ
ー
同
様
か
な
り
の
情
報
の
伝で

ん
ぱ
ん搬

力
が
あ
り
、
し
か
も
情
報
が
新
鮮
で
経

費
も
ほ
と
ん
ど
掛
か
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、Facebook

を
フ
ル
に
活
用

す
る
こ
と
で
「
桜
川
市
の
フ
ァ
ン
」
を
増

や
せ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

広
域
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

北
関
東
自
動
車
道
が
全
線
開
通

　

一
方
で
、
平
成
24
年
３
月
に
本
市
の

広
域
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
期

待
さ
れ
る
北
関
東
自
動
車
道
（
群
馬
県
高

崎
市
か
ら
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
に
至

る
延
長
約
１
５
０
㎞
）
が
全
線
開
通
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
首
都
圏
か
ら
伸
び
る

関
越
・
東
北
・
常
磐
自
動
車
道
が
連
結

さ
れ
、
群
馬
・
栃
木
・
茨
城
の
北
関
東

３
県
は
も
と
よ
り
、
首
都
圏
や
東
北
地

方
な
ど
へ
も
つ
な
が
る
高
速
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
実
現
し
、
本
市
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
交
通
網
の
整
備
、
特
に
広
域

的
な
高
速
交
通
網
の
整
備
は
、
本
市
の

交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
、
に
ぎ
わ
い

の
創
出
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
を
し

て
い
ま
す
。

高
齢
者
を
さ
り
気
な
く
見
守
る 

「
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

　

本
市
で
は
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

が
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
が
継
続
で

き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
平
成
24

年
10
月
か
ら
「
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
」を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
も
茨
城
県
内
初
の
事

業
で
、
市
内
の
新
聞
・
牛
乳
・
ガ
ス
販

売
店
、
金
融
機
関
な
ど
高
齢
者
に
接
す

る
機
会
の
多
い
52
事
業
所
と
警
察
・
消

防
な
ど
の
9
機
関
が
連
携
を
す
る
こ
と

で
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
さ
り
気

な
く
見
守
り
、
異
変
が
確
認
さ
れ
た
場

合
な
ど
に
は
的
確
な
対
応
を
提
供
す
る

も
の
で
す
。

　

地
域
意
識
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る

昨
今
、
こ
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
、
地

域
も
含
め
た
高
齢
者
を
孤
立
化
さ
せ
な

い
ネ
ッ
ワ
ー
ク
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

結
び
に

　

私
は
、
桜
川
市
長
と
し
て
2
期
目
の

市
政
運
営
に
携
わ
っ
て
3
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
こ
の
間
も
「
市あ

な
た民

が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、
和
と
信
頼

の
行
政
を
醸
成
し
な
が
ら
、
第
一
次
総

合
計
画
に
掲
げ
る
、
本
市
の
将
来
像
「
伝

統
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
田
園
文

化
都
市
」
の
実
現
に
向
け
て
努
力
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

本
年
も
引
き
継
き
、
こ
の
理
念
と
将

来
像
を
目
標
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い

な
い
「
日
本
一
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
」

に
向
け
て
も
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
く
考
え
で
す
。

市あ

な

た民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

桜さ
く
ら
が
わ川
市（
茨
城
県
）

桜
川
市
長
　
中な

か

た田
　
裕ひ

ろ
し

江戸時代からの見世蔵や民家が残る「桜川市真壁重要伝統
的建造物群保存地区」

◆ 

面
積　
　

１
７
９
・
78
㎢

◆ 

人
口　
　

４
万
６
４
３
１
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
５
１
１
９
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
伝
統
と
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
田
園
文
化
都
市
〜
や
す
ら
ぎ
の
ま

ち 

桜
川

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
数
々
の
歴
史
的
遺
産
や
名

所
旧
跡
、
北
関
東
自
動
車
道
が
全
線
開
通

し
関
越
・
東
北
・
常
磐
自
動
車
道
が
連
結

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
10
月
1
日
、
岩

瀬
町
・
真
壁
町
・
大
和
村
が
合
併

〔
特
産
品
〕
御
影
石
、
茨
城
コ
シ
ヒ
カ
リ
、

小
玉
す
い
か
、
常
陸
秋
そ
ば
、
日
本
酒

〔
観
光
〕
桜
川
市
真
壁
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
、
国
指
定
文
化
財
・
天
然
記

念
物
「
桜
川
の
サ
ク
ラ
」、
高
峯
の
山
桜

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
、
名
勝

「
桜
川
」
の
桜
ま
つ
り
、
桜
川
市
大
和
の
石

ま
つ
り
、
真
壁
祇
園
祭
、
雨
引
の
里
と
彫

刻
（
不
定
期
開
催
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

桜川市長

中田　裕

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

水戸市

桜川市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

河
内
長
野
市
は
、
大
阪
府
の
南
東
端

に
位
置
し
、
東
は
金
剛
山
地
で
奈
良
県
、

南
は
和
泉
山
脈
で
和
歌
山
県
と
接
し
、

北
を
頂
点
と
し
た
三
角
形
の
市
域
を
形

づ
く
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
都
心
か
ら
電

車
で
30
分
と
い
う
便
利
な
位
置
に
あ
り

な
が
ら
、
全
国
有
数
の
歴
史
資
源
と
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
住
宅
都
市
で
す
。

ち
か
く
て
、
ふ
か
い
奥
河
内

　

緑
に
囲
ま
れ
た
自
然
と
歴
史
の
ま
ち

で
あ
る
本
市
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
た
め
、

本
市
を
中
心
と
し
た
大
阪
南
東
部
の
山

ろ
く
エ
リ
ア
を
「
奥
河
内
」
と
名
付
け
、

平
成
23
年
度
か
ら「
ち
か
く
て
、
ふ
か
い

奥
河
内
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
観
光

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

近
年
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
と
も
相

ま
っ
て
、
秋
の
ス
ス
キ
の
名
所
で
あ
る

岩
湧
山
や
四
十
八
滝
で
知
ら
れ
る
滝
畑

に
は
た
く
さ
ん
の
ハ
イ
カ
ー
や“
山
ガ
ー

ル
”
が
訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
奥
河
内
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ

ン
ド「
モ
ン
ベ
ル
」の「
モ
ン
ベ
ル
フ
レ
ン

ド
エ
リ
ア
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
24
年
11
月
23
・
24
日
に
は
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
自

然
の
循
環
を
体
感
す
る
環
境
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト「SEA

 T
O

 SU
M

M
IT

」を
関

西
で
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
「
奥

河
内SEA

 T
O

 SU
M

M
IT

」
は
、
滝
畑

ダ
ム
湖
か
ら
岩
湧
山
頂
（
８
９
８
ｍ
）
ま

で
を
カ
ヤ
ッ
ク
・
自
転
車
・
ハ
イ
ク
（
歩

き
）
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

滝
畑
ダ
ム
湖
で
の
ボ
ー
ト
や
カ
ヤ
ッ
ク

の
利
用
は
こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
大
阪
府
や
関
係
団
体

と
の
協
議
・
調
整
の
結
果
、
実
現
し
ま

し
た
。
湖
面
に
色
と
り
ど
り
の
カ
ヤ
ッ

ク
が
浮
か
ぶ
姿
は
、
こ
れ
ま
で
誰
も
見

た
こ
と
が
な
い
光
景
で
し
た
。
当
日
は

全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
集
い
、

沿
道
は
多
く
の
観
覧
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
滝
畑
エ
リ
ア
は
こ
れ
ま
で
も
夏

に
は
府
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
る

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
の
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
ダ
ム
湖
の
活
用
を
進

め
、
四
季
を
通
じ
て
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
人
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

高
向
玄
理
ゆ
か
り
の
ま
ち

　

歴
史
的
に
は
、
本
市
出
身
と
い
わ
れ

る
高た

か
む
こ
の
く
ろ
ま
ろ

向
玄
理
ゆ
か
り
の
ま
ち
で
も
あ
り

ま
す
。
高
向
玄
理
は
、
６
０
８
年
に
聖

徳
太
子
の
命
で
留
学
生
と
し
て
隋
に
渡

り
、
32
年
間
律
令
制
度
を
学
ん
だ
後
の

６
４
０
年
に
帰
国
。
そ
の
５
年
後
、
大

化
の
改
新
に
よ
る
新
し
い
国
づ
く
り
に

国く
に
の
は
か
せ

博
士
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
平
成
22
年
３
月
に
全
国
で

３
番
目
と
な
る
「
教
育
立
市
宣
言
」
を
行

い
、
大
阪
一
の
教
育
都
市
を
目
指
し
て

小
中
一
貫
教
育
や
早
期
の
英
語
教
育
、

ふ
る
さ
と
学
の
実
施
、
文
化
財
の
活
用

な
ど
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

高
向
玄
理
に
ち
な
ん
だ
市
民
大
学「
く
ろ

ま
ろ
塾
」を
平
成
23
年
６
月
に
開
講
し
ま

し
た
。
く
ろ
ま
ろ
塾
は「
い
つ
で
も
・
ど

こ
で
も
・
だ
れ
で
も
・
な
ん
で
も
・
み

ず
か
ら
」
自
分
に
合
っ
た
学
び
を
見
つ

け
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
を
継
続
で

き
る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な
学
習
を
総
合

的
・
体
系
的
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
本

市
独
自
の
単
位
制
度
を
取
り
入
れ
た
仕

組
み
や
歴
史
・
文
化
か
ら
ま
ち
づ
く
り

ま
で
幅
広
い
講
座
内
容
が
大
好
評
で
、

１
０
０
０
名
以
上
の
方
が
塾
生
と
し
て

学
ば
れ
て
い
ま
す
。

若
者
世
代
の
定
住
化
に
向
け
て

　

本
市
で
は
、
平
成
23
年
４
月
よ
り
、

若
い
世
代
の
定
住
化
の
促
進
の
た
め
、

夫
婦
共
に
40
歳
未
満
の
新
婚
世
帯
に
対

し
、
家
賃
補
助
制
度
と
持
家
取
得
補
助

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を

利
用
し
た
若
者
の
定
住
に
よ
り
、
本
市

に
元
気
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
が
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
10
月
に
は
、

本
市
の
玄
関
口
で
あ
る
河
内
長
野

駅
前
の
商
業
施
設
「
ノ
バ
テ
ィ
な

が
の
」
の
５
階
に
、「
こ
ど
も
・
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー『
あ
い
っ
く
』」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
木
製
の

大
型
遊
具
や
絵
本
コ
ー
ナ
ー
な
ど

が
あ
り
、
安
心
し
て
「
ほ
っ
こ
り
」

「
ゆ
っ
た
り
」
し
て
い
た
だ
け
る
こ

の
施
設
に
は
、
地
元
産
の
木
材
で

あ
る「
河
内
材
」を
ふ
ん
だ
ん
に
利

用
し
、
子
ど
も
た
ち
が
木
の
ぬ
く

も
り
を
感
じ
な
が
ら
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
た
く
さ
ん

の
親
子
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、「
子
ど
も

を
安
心
し
て
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」

「
お
母
さ
ん
同
士
で
ゆ
っ
く
り
話
が
で
き

る
」と
好
評
で
、『
あ
い
っ
く
デ
ビ
ュ
ー
』

が
合
言
葉
に
な
っ
て
い
ま
す
。
利
便
性

の
高
い
場
所
で
充
実
し
た
子
育
て
支
援

を
行
い
、
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に

も
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
た
な
活
性
化
の
拠
点
づ
く
り

　

高
向
玄
理
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
市
南

部
の
高
向
地
域
に
は
、「
く
ろ
ま
ろ
の
里
」

と
も
い
う
べ
き
活
性
化
・
交
流
の
拠
点

を
整
備
し
ま
す
。
こ
の
エ
リ
ア
に
は
、

四
季
を
通
じ
て
色
と
り
ど
り
の
花
で
来

園
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る「
大
阪
府
立

花
の
文
化
園
」や
本
市
の
歴
史
を
楽
し
く

学
べ
る「
河
内
長
野
市
立
ふ
る
さ
と
歴
史

学
習
館
」（
く
ろ
ま
ろ
館
）な
ど
の
施
設
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
と
連
携
し
、
若
い

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
皆
さ
ん
に
１
日
楽
し

く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
本
市

の
農
産
品
な
ど
を
販
売
す
る
地
産
地
消

の
直
売
所
や
子
ど
も
が
遊
べ
る
施
設
を

設
け
る
と
と
も
に
、
奥
河
内
で
ア
ウ
ト

ド
ア
を
楽
し
む
際
の
玄
関
口
と
し
て
位

置
付
け
、
主
要
駅
周
辺
に
続
く
本
市
の

新
た
な
拠
点
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

本
市
は
、
平
成
26
年
に
市
制
60
年
を

迎
え
ま
す
。
人
で
い
え
ば
還
暦
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
本
市
の
こ
れ
ま
で
の

歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
生
ま
れ

変
わ
っ
て
今
後
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い

く
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

今
後
の
河
内
長
野
市
に
つ
い
て
考
え
る

１
年
間
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
ち
か
く
て
、ふ
か
い
奥
河
内
」「
わ
が
ま
ち
に
玄
理
あ
り
」

訪
れ
た
い
、住
み
た
い
ま
ち
を
目
指
し
て

河か

わ

ち

な

が

の

内
長
野
市（
大
阪
府
）

河
内
長
野
市
長
　
芝し

ば

た

け

い

じ

田
啓
治平成24年に開催された環境スポーツイベント「奥河内SEA TO 

SUMMIT 2012」

駅前商業施設内に設置された「こども・子育て支援センター『あいっく』」

◆ 

面
積　
　

１
０
９
・
61
㎢

◆ 

人
口　
　

11
万
３
４
６
６
人

◆ 

世
帯
数　

４
万
７
１
７
７
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
安
全
・
安
心
・
安
定
し
た

緑
と
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
大
阪
都
心
か
ら
30
分
の
便

利
な
位
置
に
あ
り
、
全
国
有
数
の
歴
史
資

源
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち

〔
特
産
品
〕
妻
楊
枝
、
す
だ
れ
、
釘
、
鋲
、

ベ
ア
リ
ン
グ
、
ス
テ
ン
レ
ス
、
桃
、
椎
茸
、

み
か
ん
、
地
酒

〔
観
光
〕
大
阪
府
立
花
の
文
化
園
、
関
西
サ

イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
観
心
寺
、
天

野
山
金
剛
寺
、
延
命
寺
、
烏
帽
子
形
城
址

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
河
内
長
野
市
民
ま
つ
り
、
高

野
街
道
ま
つ
り
、
秋
祭
、
河
内
長
野
市
産

業
祭
（
ふ
れ
あ
い
楽
市
き
ら
く
市
）、
奥
河

内S
E

A
 T

O
 S

U
M

M
IT

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

河内長野市長

芝田啓治

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

大阪市

河内長野市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

日
置
市
は
、
鹿
児
島
県
の
西
部
、
薩

摩
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
ま

ち
で
す
。
代
表
的
な
自
然
遺
産
に
、
日

本
の
渚
百
選
に
も
選
ば
れ
た
、
南
北
40
㎞

に
も
及
ぶ
砂
浜
と
１
㎞
以
上
も
続
く

青
々
と
し
た
松
林
を
持
つ
日
本
三
大
砂

丘
の
一
つ
、
白
砂
青
松
の
「
吹
上
浜
」
が

あ
り
ま
す
。
特
に
東
シ
ナ
海
に
沈
む
夕

日
は
絶
景
で
す
。

　

本
市
の
伝
統
行

事
で
、
鹿
児
島
三

大
行
事
の
一
つ「
妙

円
寺
詣
り
」は
、
慶

長
５
年（
１
６
０
０

年
）の
関
ケ
原
の
戦

い
に
お
い
て
、
島

津
義
弘
公
が
敵
中

突
破
を
し
た
艱か

ん
な
ん難

辛
苦
を
し
の
び
、
鹿

児
島
市
内
か
ら
日
置
市
ま
で
の
約
20
㎞

の
道
の
り
を
歩
い
て
参
拝
す
る
行
事
で
、

「
西
郷
隆
盛
」
や
「
大
久
保
利
通
」
も
参
加

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
無

病
息
災
・
豊
年
万
作
を
願
い
、
泥
ま
み

れ
に
な
っ
て
踊
る
「
せ
っ
ぺ
と
べ
」
な
ど
、

い
に
し
え
に
伝
わ
る
伝
統
行
事
が
今
も

な
お
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

４
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
「
薩
摩
焼
」

を
は
じ
め
「
日
置
瓦
」「
焼
酎
」
な
ど
の
伝

統
産
業
と
、
優
れ
た
泉
質
を
誇
り
歴
史

あ
る
温
泉
郷
「
湯
之
元
温
泉
」「
吹
上
温

泉
」
な
ど
、
貴
重
な
資
源
を
数
多
く
有
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
多
種
多
様
な

資
源
を
生
か
し
、
市
民
が
心
身
共
に
健

や
か
に
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

自
然
と
調
和
す
る
快
適
な 

暮
ら
し
を
目
指
し
て

　

本
市
は
、
環
境
へ
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
分
別
収
集
、
広
域
的
な
処

理
な
ど
の
ご
み
処
理
体
制
の
強
化
充
実

を
図
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
本
市
の
貴

重
な
財
産
で
あ
る
吹
上
浜
の
豊
か
な
自

然
環
境
を
生
か
す
た
め
、
市
民
と
一
体

と
な
り
「
吹
上
浜
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
や
砂

防
林
の
保
全
、
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
な

ど
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
原
子
力
発
電

に
頼
ら
な
い
太
陽
光
・
風
力
・
水
力
発

電
を
は
じ
め
と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
注
目
し
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の
導
入
の
推

進
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
利
用
調
査
、

さ
ら
に
は
官
民
協
働
に
よ
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の
導
入
計
画
の
策
定

な
ど
、
環
境
配
慮
型
の
都
市
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
５
月
に
「
第
21
回
環
境

自
治
体
会
議
ひ
お
き
会
議
」
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
か
ら
約

３
０
０
０
人
の
参
加
を
見
込
ん
で
お
り
、

市
民
の
環
境
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
参
加
者
が
本
市
に

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
行
政
と
市

民
、
事
業
所
な
ど
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
全
国
へ
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
区
振
興
計
画
に
よ
る
課
題
解
決

　

本
市
は
26
カ
所
の
地
区
公
民
館
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
お
い
て
、

い
ろ
ん
な
特
色
や
地
域
課
題
が
あ
り
ま

す
。
地
域
の
資
源
を
生
か
し
、
課
題
を

解
決
し
て
い
こ
う
と
、
地
区
ご
と
に
振

興
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
２

期
目
（
平
成
24
年
度
〜
26
年
度
）
を
迎

え
、
地
区
内
の
身
近
な
基
盤
整
備（
ハ
ー

ド
）や
地
区
公
民
館
活
動
の
充
実
、
新
た

な
仕
組
み
づ
く
り
（
ソ
フ
ト
）
を
取
り
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
各
地
区
公
民
館
で

は
1
年
を
掛
け
て
、
自
治
会
や
団
体
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
多
種
多
様
な
課
題
を
丹

念
に
検
討
し
、
ま
ち
歩
き
で
現
場
を
確

認
、
話
し
合
い
を
重
ね
、
地
区
の
事
業

費
枠
に
基
づ
い
て
地
区
振
興
計
画
に
記

載
し
ま
す
。

　

地
区
振
興
計
画
に
記
載
さ
れ
た
課
題

は
、「
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」
と
い
う

公
共
事
業
の
形
で
解
決
さ
れ
ま
す
。
一

般
的
な
公
共
事
業
と
異
な
る
点
は
、
地

区
が
改
修
箇
所
を
選
定
し
、
事
業
費
枠

内
で
財
源
を
割
り
当
て
る
こ
と
で
す
。

そ
の
財
源
に
は
「
地
域
づ
く
り
推
進
基

金
」
を
充
て
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
よ

り
、
身
近
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

地
区
で
話
し
合
い
、
市
と
連
携
し
た
事

業
の
展
開
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

共
生
・
協
働
を
実
感
、
実
践
す
る
契
機

と
な
っ
て
い
ま
す
。

花
火
で
地
域
を
元
気
に
！

　
「
地
区
公
民
館
ご
と
に
花
火
大
会
を
開

い
て
地
域
を
元
気
に
で
き
な
い
か
」
と
焼

酎
を
製
造
す
る
西
酒
造
㈱
か
ら
地
域
貢

献
の
一
つ
と
し
て
市
に
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

　

市
で
は
早
速
、
地
区
公
民
館
に
取
り

組
み
の
意
思
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
ほ
と

ん
ど
の
地
区
か
ら
手
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　

趣
旨
は「
花
火
で
地
域
を
元
気
に
」「
地

区
公
民
館
を
身
近
な
地
域
づ
く
り
拠
点

と
し
て
認
識
を
深
め
る
」「
地
区
民
が
地

区
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
は
ぐ
く
む
」
こ
と

で
し
た
。

　

そ
の
費
用
は
、
同
社
が
花
火
打
上
経

費
30
万
円
の
う
ち
20
万
円
を
、
残
り
を

各
地
区
館
が
負
担
し
ま
す
。

　

夏
の
地
区
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
地
区
も
「
花
火
だ
け
で
地
区

民
を
集
め
る
の
は
…
」
と
の
思
い
か
ら
、

「
花
火
を
き
っ
か
け
に
、
何
か
新
た
な
仕

掛
け
を
」
と
、
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

７
地
区
で
夏
祭
り
な
ど
が
新
設
、
復
活

し
ま
し
た
。

　

花
火
は
、
火
薬
類
取
締
法
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
検
査
、
許
可
も
必
要
で
す
が
、

幸
い
に
し
て
市
内
で
操
業
す
る
大
洋
花

火
㈱
に
、
各
地
区
と
連
携
し
な
が
ら
、

手
続
き
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
地
区
で
は
耕
作
者
や
近
隣
住
民

へ
の
配
慮
、
打
上
現
場
の
整
備
、
片
付

け
な
ど
、
地
道
に
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を

講
じ
て
、
地
域
の
活
性
化
を
陰
で
支
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
26

地
区
す
べ
て
の
地
区
公
民
館
で
花
火
事

業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
を
、
地
域
を
、
元
気
に
し
て
い

く
と
い
う
公
共
的
課
題
に
つ
い
て
、
地

区
公
民
館
、
地
元
企
業
、
そ
し
て
市
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
解

決
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
始
ま
っ
た
花

火
事
業
は
、
共
生
協
働
の
地
域
づ
く
り

に
火
を
つ
け
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

平
成
17
年
５
月
、
４
町
の
対
等
合
併

に
よ
っ
て
日
置
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
地
域
の
一
体
感
を
醸
成
す
る

た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
、

市
民
と
膝ひ

ざ

を
交
え
て
対
話
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
引
き
続
き
積
極
的
に

市
民
の
中
に
飛
び
込
み「
地
域
や
人
を
知

ら
な
け
れ
ば
、
市
政
の
舵か

じ

は
取
れ
な
い
」

と
い
う
思
い
で
使
命
を
果
た
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
市
政
の
原
点
は
徹

底
し
た
現
場
主
義
で
す
。

地
理
的
特
性
と
歴
史
や
自
然
と
の
調
和
を
生
か
し
た 

触
れ
合
い
あ
ふ
れ
る
健
や
か
な
都
市
づ
く
り

日ひ

お

き置
市（
鹿
児
島
県
）

日
置
市
長
　
宮み

や

じ路
高た

か
み
つ光

日本三大砂丘の一つ、白砂青松の「吹上浜」

市内26地区すべての地区公民館で行われた花火事業

◆ 

面
積　
　

２
５
３
・
06
㎢

◆ 

人
口　
　

５
万
１
１
７
３
人

◆ 

世
帯
数　

２
万
２
６
７
７
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
歴
史
と
伝
統
、
豊
か
な
自

然
の
恵
み
、
歴
史
と
自
然
が
調
和
し
た
活

気
あ
ふ
れ
る
ま
ち

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
薩
摩
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
県
都
鹿
児
島
市
へ
隣
接
し
、
西

は
白
砂
青
松
の
日
本
三
大
砂
丘
の
一
つ
、

吹
上
浜
や
東
シ
ナ
海
の
美
し
い
景
観
が
残

さ
れ
て
い
る

〔
特
産
品
〕
地
勢
を
生
か
し
た
お
茶
、
米
、

ミ
カ
ン
、
イ
チ
ゴ
、
ブ
ド
ウ
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
な
ど
の
農
産
物
や
伝
統
的
な
薩
摩
焼

〔
観
光
〕
イ
チ
ゴ
、
ブ
ド
ウ
な
ど
の
観
光
農

園
、
吹
上
浜
（
観
光
地
引
網
）、
薩
摩
焼
の

里
（
美
山
地
区
）

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
妙
円
寺
詣
り
、せ
っ
ぺ
と
べ
、

窯
元
ま
つ
り
、
ふ
る
さ
と
港
祭
り
、
高
山

ふ
る
さ
と
秋
ま
つ
り

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

日置市長

宮路高光

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

日置市

鹿児島市


